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Ｉ
ヽ
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〓

善
―

は

じ

め

に

今
や
人
類
は
減
亡
か
、
繁
栄
か
の
岐
路
に
立
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
我
々
日
本
民
族
は
現
実
に
刻
々
と
民
族
の
生
命
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
人
類
は
か
つ
て

原
子
爆
弾
の
出
現
に
減
亡
の
危
機
を
予
感
し
、
人
間
の
理
性
に
よ
る
原
子
力
の
統
御
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
原
子
力
が
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ

る
事
に
強
い
期
待
を
寄
せ
た
が
、
そ
の
期
待
の
空
し
い
う
ち
に
、　
ビ
キ
ニ
に
於
け
る
水
爆
実
験
の
結
果
は
我
々
日
本
民
族
に
三
度
原
子
力

へ
の
犠
牲
を
強
い
た

の
で
あ
つ
た
。

第
五
福
竜
丸
の
惨
害
は
大
き
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
坂
上
げ
ら
れ
て
、
水
爆
の
底
知
れ
ぬ
凶
悪
さ
に
身
の
縮
む
思
い
を
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
水
爆
の
彼
害

は
そ
れ
の
み
に
と
ま
ら
な
か
つ
た
。
水
爆
実
験
以
来
、
医
学
、
水
産
、
気
象
、
農
業
等
の
関
係
部
門
の
多
く
の
研
究
者
た
ち
は
、
自
分
の
測
定
す
る
デ
ー
タ
ー

が
ま
ざ
ま
ざ
と
水
爆
の
果
て
し
な
く
深
刻
な
被
害
を
示
す
の
に
、
研
究
者
自
身
が
恐
れ
、
驚
い
た
の
で
あ
つ
た
。

そ
し
て
そ
の
驚
き
は
や
が
て
原
水
爆

へ
の
烈

し
い
怒
り
と
な
つ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
良
心
的
な
研
究
者
は
原
水
爆
の
被
害
の
本
質
を
全
国
民
に
告
げ
原
水
爆
禁
止
を
本
当
に
力
あ
る
国
民
運
動
―
―
全

世
界
の
与
論
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
痛
惑
し
た
の
で
あ
る
。

又
、
ビ
キ
ニ
実
験
以
来
、
原
水
爆
禁
上
の
要
求
は
文
字
通
り
全
国
民
の
要
求
と
な
り
、
そ
の
署
名
運
動
は
か
つ
て
な
い
拡
が
り
と
深
さ
を
も
つ
た
、　
し
か
し

我

´々
は
署
名
の
し
放
し
で
安
心
で
き
な
い
。
我
々
は
我
々
の
立
場
か
ら
、
ど
う
し
て
も
こ
の
被
害
の
真
実
を
全
国
民
、
全
人
類
に
訴
え
て
、
原
水
爆
禁
止
運
動

に
科
学
ｈ
な
根
拠
を
与
え
、
こ
の
運
動
を
更
に
強
力
な
も
の
と
す
る
た
め
、
現
在
迄
に
我
々
の
知
り
得
た
限
ヶ
の
、
農
水
産
業
部
門
に
及
ぼ
し
た
原
水
爆
の
影

響
を
正
確
に
お
伝
ぇ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
全
晨
林
省
労
働
組
合
に
結
集
す
る
全
改
良
労
働
組
合

・
全
水
産
労
働
組
合
の
関
係
者
が
協
議
検
討
の
上
出
来
上
つ
た
も
一の
が
本
資
料
で
あ

る
。
我
々
は
こ
の
他
の
部
門
に
於
い
て
も
、
読
々
と
こ
の
様
な
資
料
の
出
来
上
る
事
を
期
待
し
て
こ
の
編
集
を
行
つ
た
。

時
あ
た
か
も
平
和
月
間
で
あ
る
。
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
る
各
種
の
平
和
行
事
の
中
に
あ
つ
て
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
企
て
が
平
和
を
守
り
、
原
水
爆
禁
止
の

方
向
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
る
事
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。
世
界
の
平
和
を
求
め
る
声
が
遂
に
ジ
エ
ネ
ー
ブ
会
議
を
成
功
さ
せ
た
事
を
思
ｔ、
、
原
子
力
が
人
類

の
幸
稿
の
た
め
に
の
み
用
い
ら
れ
る
日
の
近
い
事
を
信
し
て
本
資
料
を
送
り
出
す
も
の
で
あ
る
。

終
り
に
本
資
料
の
発
行
に
当
つ
て
種
々
お
骨
折
り
を
願
つ
た
関
係
各
位
の
労
を
謝
す
る
と
共
に
、
特
に
全
改
良
西
ケ
原
分
会
、
全
水
産
東
海
区
水
研
分
会
民

主
々
義
科
学
者
協
会
西
ケ
原
班
の，
諸
君
の
努
力
と
情
熱
な
し
に
は
本
資
料
の
発
行
の
困
難
で
ぁ
っ
た
ろ
う
事
を
思
い
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ぁ
る
。

全
農
林
省
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働
組
合
文
化
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報
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長
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昭
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月
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―,1計 ύ バもかバざ舒ltⅢ

^鮮
`懸

詰沈ヽき澪評rC`シ ゛サド「Y。館「Y゛ τバも針3

熙力汁も
'館

ノ・Ol τバもこ〉ざも併ぴaコヽ国Ⅲ夕3コヽくヽ現甜0>蔚ド古鉄澪語澪■ ンバも議0>境 じ製τ湯1館 じ義つ男 ン̂針み兼

|バ げ藩書｀古助卜舗0ヽお昇冨||1濶 o■ 離CS裂 dヨ0溢ハ4く デヽくЧゝ宙ざ「Y 。館「YO`τ 館 ノ説
=0《

τバ中rJ.滑語゛書肝針がτ

いτ悦>さi椰 311濶 。■Ⅲ‐―針3館「YOメ |ド ンτ樹館も■書詐さi脚汁諷澪酬斗河 ノ̂臀″l・
‐も″沈罫葦醐斗許館0`コ ハ9サ み螺訂0蘇

苗鮮ド「Y oτ 鋲」
"ら')ゆ

計書館「Y゛ 計バ区満詳ぷ■も眈汁3辞半

'世

「Yげ蔵 。■み潜舗0澪 4樹

=み
テくゞヨ○○|||～○出貫ヨ0黙ツ

τ苗0菫単0ぷ ノ珊τ蘭懸薔0トロプヽマ選○○|||ヽ デ Чヾ I沈ゆ鴨0欝戦τ汁0■‖ o■ Ⅲ9針i oV■ 0図 |1騨 館■】13図 lD・ ざ「V

oN「 Y汁 も針Fり゛
=境

燃>澪語0書汁 ノハ0ゆ鮮 野`卜01+嶋 、0回π l∬ ノ貫卜「Y汁 も舒3サ ゛湯rl澪語0>書軋
"

。■Ⅲ‐‐敵

3‐い0ゝ湘X3バ敷囲溢公 ン` デトく¶ゝ ″鉾蒲邸罫斎 ″>斎 かざざ弧F・・剛帥琳 | ′沈0申 熙淋駆
「

Ⅳ「Yい 0館 Ⅲ3桜酪 υみ汁蒻3

刈書ヽコ｀
'ド

C゛ 沖晨境り趙0｀ 瞥汁ざ研舒バC。 `「
ヽ

。汁げ⌒0ド も書館

'ゝ

LEン

'島

許請 |●

サ 「́Yンドン゛く■トン0ぶ部み「Y「 Yバ げ鰍13澪 ||1聡ま

宙3口口||フ 。中皿館も,■甜輝洋0>斎 li肖百FH聯

許 ンJ国|゛

'労

0針 il闘 0酬郷境0ド C軍鮮窯識]1津0

τ
"プ

くヽコ■〉'ヾロコ |サ露
=0ヽ

くさ7ナ 古館3コ ●

||。満Cバ際》書゛ドト.Or首 >お み0い 車バもり葺館

0■‐■ヨ:″田讐Orヽ ン■・
‐7Tバ もⅢ燎|～ ざユ■群輝洋

oド青Cサ げ oFCⅢ ヽ゛S語 3ゝ ~卜 0`世 バ半ハ古

辮´‖ ン‐針3。 (・r・ 0ゆ鴬弯胴昇磁翌〇ゝ―口0「 Yン ⌒

o■ 叶バもジざ沈中兼0ヨ 011+"■ ■みさ1喜 0｀ |

∬0聖|07i C Ⅲざン‐洲゛雰3奪l⑥ 甜単洋刈バq吾 71ヨ

]゛ り′「インロ>1通 )卜 ■071げ 喜軍,製 f干 キートで

。rcⅢ τハも針3ド ^汁
ハ疎π執

■0,「

"館
71げ 圧ンシ沈百ザC淋 0+― |¶ 館も́しンl―l

デご男砂ド゛ざ^。
ハい●対 ン0餞

^コ

苺轟】0ハ ント

ー」一LO‐‐>丼お。(τ
"+宮

0・■ ゝ0×日書晰S淋

ノ三■嵐0●
‐7ジ ざぷ o汁 げ中r・l10‐lも サf・・慄13か い0サ

｀
ヨ011+"=0ザ 館サヽでJOOOノ H]1津書3ン゛

|)。
「

鮮畔弊群半。イτ館0お叶菫盛バC3亭石ぼヨ

ニ i ン首吠キ慰書ヨ害0)育 oFげ み凝r)サ葛古゛G

`τ
バτ■

"ン
バτハ

"い
境>=1刈境古ll。口〉

(■ 望 ″ら」゛ザが)`み τ゙ /ヽじ富|||ヽ 黒コ

瞳
Ｎ
導
＞

食

眼
Ｑ
８

、
こ
）
マ
ジ
又
打

／７７一／

り
０

×
け

｀く7HC

欧ヽ

。

機ゝ
。「

|

議R
ヽ
い

０

こ
。

ド

■手糞≡
==二‐ 

―

 =

一

1亘

― ―
‐

―



日旨 ごぅ やヽ S淵

。ド彎バも熙訓書劃中0ふ ンみ,■ ●帯3灘図境
"「

V夕 ■巌田バ

`"3ヨ
繭滞FEl宙 3雪闘 F■慰綱>狐」0辮

^辮職鮮゛幌昨潜浦■

鮮騨導0)朔 ノ書燃I憾 3Nliと 0凛計0‐ サ沈0副汁τバコ゛ド「Yン 沈汁C菖際計詳爆0゛ 軌囀コ ン伴館|:ザ バも爺゛恩耐R雌 0「ト

脳輸丼狐J境器繊0襲‖淋雌汁温 ′⌒震ヤ冤0)痛 。汁もサ針ハヽハC済´笙餅。(旨 ■購計ご第3き計画み》ヽЩ ′″語蒲中0薄代 ざ́

鱗酬^゛チ撚′
'ざ

゛0ぶ゛)脚罰併響鷹Ila湘 o粛薄 。夕),⌒ 0゛ τバCメ |や上聡針
"メ

3毒半 ノ昇ゝ⑤書コゝ導30旨 0「 Y o汁 ヽ゛お

ゝR湘 0^肖ЦOIIヽ コにコヽ |゛ サベSぶ鮮聾醐 ν舞み「ゆ酬蒻■I鎌論丼洵」0ヌ睾鷲 ″平奪鮮ヨ妻τr丼●3′テ
「
・動計0熙渕

。Oτ バC】 |に 0「S熙 0み 熙い

"^舒
業軍境卜「Y夕 ■午燃 ′́ ⌒か「1針 f島 0=■ 0童露辮ざヽ ッ書

』前歯湘〇ト ン。舒 a。
":が

針肘酬1当Sυモ0♀ 絣督膏 ′)き
=Э

「テIヽ脅>喜」3。`旨 0コ館こ■粛宅曇育0二〉奮書バも館3コ〉謙

回凛奇ゆ 。ドも弾3嶽
"が

ヽ瞬丼菜)「■嶽鴻丼弼」バ浄/3-0コ→書

`一

ヽ一ヽロニ|1事 ′C詳詳済0「■ぶ垂丼湾」ハτイも枕蔵洋ロ

劇 』皿り 拙 蒲 ′瓢お拌デ ン弊ロ ン昇みコ蒲 言凛 。汀⊂辮■

'ミ
爵きこゝヽ館澪洋)=キ蘇彗浮黛0自 1館 「卜慰頚>嶽」バτ ttN砕

》 3館併〇ヽ哉一■ヌ0～「説もい,説 絆々0卜ヽ 11+"凝 ゛τttEEIII力 ii■ 鶯潮舜J●雄痢麗辮懸 O汁 島卜‐刺´粛琳簿燃0染来麗淮

添 レト撃石書回蟄判%Nコ〉謙国窯0回球館コ爵0固汁出゛「織疇添□0諭>洵」^桐゛τ ′書梨勝が絣嶽害日0■ 0口〉識画80)IE
。汁げ濶激昇υ

囲o,「営囀JO却田>田 ′米蛇弱満諭>||十 鶴 。説0汁ド崚゛盗゛館「YOτ 館゛がヽか嗜薄いみ輸>0熙ロドも汁■メロ

『
汁
"融

境

や督鴻ゆ ン0■ 3誡緊0輸>いざけτ館も鯨鮮選0熊■)卜

"゛ "論
洵OW滉 ′昇館「Y弾淵麟館も併 ノバCさ 。■ザ′0計 3部弾bドコ

m辮汁聾 ′叶ざⅢ゛》謙■員澪゛堪駅針》掛´3鋪需

"0加
図 ′啓鶉 >0回ゆ ッシ)0ドヽ 。ドもヽ lN珊齢針剛 魯峠捌わ熟圏 ′0

ψ̀
叶 oさ消珊 πδ汁0盤灘湾 境1ヽ ス0毒 0^や OLジ 鮮一演0淵―澪0論沐)ヽ 卜がτバむEryN淋碁辮掛判 ′̂"み S説 O τ rl‐ ド

q蹟■1肝甫諄融弧0澪 ||1叶喜55和館畢刃 。汁げ融
",1呼

くu、 一キヽ 辮゙
"メ

a加回>口 書』甜討H濶汁C沸ンヽ驀瀬 ′EE日 lコ |||

一辟「190卜淋策>河 0,図一  計r轟湖再部海0普羽掛掟郵國綱沐 ′|

0●・r;もγo螢曲F淋鰤>河

|||

。シ。(申 みτ針書み00・ トメ1館 汁もジ舒み学澪バも館3猫ゝ´

=○」0メ謂澪■゛針が｀瓶みざ叱 A・●ウ境 >ヽ0靭碑ゆ゛館「Y゛ τ館 ン
'労

書林映げか鱗0輸弼境0融かτバt~舗叶目蔚針》刃0ヽ

ミ人00)1許諷 ′ヽ へ ○ヽ○||ノ 1日鶏―一民゛舒^0バざ鉄離酬｀外やビ ン‐r古 ゛じ卜ぴ※挙りうド「Yい サC ottrl o舒 鋳げヽ剋0懸

>も 羊0輌>弧境ざ「Y o館「YOザ 館 ″τ舒説
'1´

バげバも″鮮恨戯い0゛ 舒〇計―~3斧尋企痺い計E‖鳶0ぷ ン́ バもジy爵融)計

'事
■0ふ 。嗜み営収|ド cttq館 鮮椰>将撃0啓灘書館「YO」 0・・》蝸0輛斗弧´ハもτ館コげジC 。` ‖ ′サ0く ヽ館境沖殷澤薄み蔚出砲舒

′サτ針がy゛ 叶戯潔τ酬3課藤4灘憾0分書謎翠潜Oτ Oぷ ンサ郷ピ1針 ざ鴨書` き藤攣薄がτハも>3■ 0コ奇司]′´パ■説鉾「YO粛

こい こ■■――計日琺書
‐
・「Yン

・・
・針■首゛苺ハもICtt oτ 鮫げ書館「Y ttψ

`い
0熙 げバげ圧ヽ雌ll'「 Y再 。1汁賞バも

'館

゛サ説 ′謬き

。嗜嶽0か 01境 諄瀾舒伴》滝‖

ヽ■言百「 ■ヽ■■汁C・ `ぷ ンバも■富汁げ3)望澪哺0(即゛｀
書日01+"、 書・`「Yア)赤トバも苺0゛汁■7:0針 「静事 4゙計鋪|キ お日

「
■1二FS=■

=」
書雫

'0｀
>○ ハ｀書も,十年も .嗜 みOτ

"゛
じπヨOm謙 ′げ,針゛燿バげ静π3館「V・ `fr→躊べ

'40Nヽ
ハ̀鴫

こ′今 り ヽ こ さ

幾



い 今 学 獄 S淵

も酬蟄3勝薄■3古「Y 。かさ
'タ

コ゛ザハンサ9C絣 淋゙課S湘醇ゆ1型 OFI● 0〈 い言■潜鴻>′書F≡ 0米冷撃0畿 | ンバC・ 河Fヽ Fl

。汁げ洋浄∧

"#ド
爵0～ C'=バ ザもπ記華薄0菩苓灘 ッS苓叶燎

麟淵盤単洋33肝冊晨み剤冷霧裁淋淋那 。ドげ淋≫゛●パ計0調叶澪臨0さや章 D/ヽ いじ
`■

館う
=キ

)ξ ご̀ら

'絣
二01:》麟撫 ンl~淋

器゛館「Yさ )'0壽攣薄a懇苓油みいさ電半||10供 メシ1藩 ttrl 。汁もジ針⌒単直バC済″
=|:津

バ

`ン

7110Ⅲ ヨ0ま■載舒0旨 0「
`

。がτバぼ漑鴬叶耐藩τ回・・
‐「τ ttσ

′針■●
'■

トハもヨ言■|'0歪■喜ヨ蚕書 膊`

ノ嗜計バ0併 ^樹●慾局鮮満>.■ 諭灘弧J″ 霧》襲ぎ岬0゛ 。か

'ハ

C軍 やSl10「 ■母鵜>ヨ」ンげ薄軍詳 R)ヽ・ハOSヽ 0ドピ汁C館

ウ■鮮苗輸>ノ書》蒙餓鷲鷲辮計‖加冨滞 ノQ黒叶「■膜0況 >曰」゛サ滋‖0古ヽヽキ沈に対》冷霧ま蘇書■4弁ヽキユ ′さ〇「Y

cttCS

剛3単・】0皿゛河熙τ ttCヨ蒙 3陽当冷■0襦 >洵 ン3鉾 ●0諄藩0事「≡≫》
=:0挙

澤i常ヨ ン4胃軍蓬単き0鑑か卜。|ヽ そ〇

>Ш ″■慰輌>狐」書や鷺｀ど cじ
`τ `ヽ

τ抒井摯ヽF・
―「YO`■ ヨメ ン石3汁 0こ萬針

=事
0幸キミ姜バも″■

「
″t麟訓0書 卜で|● ぐ

かδやみ鎌か0編 >洵 。か

'ハ
もサももれ711腎暮

"毒
斗 ン3■キ浙O Fllン 00ナヤ|ぼ ■翠3日固゛コ魁針汁蒻a「聞製¬.l洵」刈 フC導

回鮮繊中>∽
=貫

澪薄メロ ンドⅢ O゛ τバ蒔瞬鮮洲満0剛 コ鵜>狐」■lll諄 0カ蒻援機静頸ロハC'叶 鶴蝉】NE》 H′ぼ冷冤^箔 lD・

「井辞職畔限団0漏 >翔 J゛ り升戯0邸臓孫蒲皿́ 米鷺聡悴′C淋≫叶コ則がヽ 謬゙ 浬端0国甜鵜】●球キ繁瀬Эドも
"F針

「Yか 0瀞

C琺゛謬Ⅲ O「卜慰鵜>弧」聯叶響謙0館「τ母昇み0伊
"九

0映 い0卜耐>3輌 >河」み距み0み 掛訓》静0日 耐´みllX《 職>IEl

。ドげ淋騒館「゛蒔吠藍呻゛苓区 ノI150書苓津 ′ざ0・ 卜・鏃″館0汁

0弱刈鵜>ン霧繭 洲思う狐0澪やゆ」害十葛≧漱 ″げ酬藩鮮「卜恐輸>河」こ積゛館計「澪舗刈丼0謎海湾」ンみゆ弩″みllN檬 淋刈

。7'

もhaバ
"が

,辮 器3ヽハqψ Y叶き朧・選蒻0餓鷲辮器ウ澤0^゛鮮洵謙―・・コ‖館「ザ針宙拌ヽ 3単に■■05刈輌>宙 3●■今狛N

咄鳶民〉ヽyτ ゛

'締

‖0卜導粛面
`」

3鼈澪ざ鉢0メ障 。満卜琳ilウ洒0翔嘩̂ 昇計癖刈0簿薄昴>か 0が3)口 CIS蘇 3珊肝溶硼鮮ト

珈]叩‖`港嬰フき4叶》霧バC囀鮮ヽ 日0コ洋ヨ‐ゝ  ヽンげ滅3潮勝館麟添瑚語O NE‖ド|・ もヤ,シ l・
V傘潟ON導 ン,aヨ畿o鞣図

。か絣み0説ざ謙゛湘バも針館課■0ド 語蒋0■ +コ
'|サ

古「V。汁尋サ叶B'郎洲0■

濡>・ 郵澤 ′0藩ドlρr「 Yか Clサ TattSlo謬 攣湾

'営

蔚 い十戚fO・

'ヂ

3m静 0「 FI慰獅>狐」○珊》書将0訓翌:プ )や代0耐 >ヽL冷

。かτ

キ自

零

バも′サ3館「` 夕■辮)鮮 ざ  ゙′館0・・「V畔酸0朝富冷ヨ0群弊漣0口 |ネ 期じかも゛Э
'害

3L~7口 0峠導繁 oか 01 「`イ冨0お い喘゛》P'

颯 瓢́0満 >′》肝0加国 フ̂舒 み潜゛島卜‐謁叶「恩嵐■慰輌丼弧J「撰 ン■常琳「゛■淋≫゛刈嶽OEF洋輌>Jバ C43廓国 Or

淋バも針
^nl・

》 3導半書世雌0染檬戯 ′3早]館 ゛
'111ひ

i‐

~卜
り,々

=霧
謬 IT O「 卜慰論ヽ狐J710い 0訓聖|ン バもy3■ドCO「 Y

。゙ τハ古予メ1館 り
=辮

書み囲狐

境〉にヽ語0)J｀ )ツト汁も1liOF O'5'》 11¶記)共|■晰In,oo、〕>ンド叶)ヽ1静 1́5':iド )i壁 ノ古 ll・ 委主i'iヌい境>●B′0労館:三10:瓢害住雪:ヽき:ン ■11lkよ 0ヽ;罰

'2・

lillh)|ト

ー～α゛δ卜溝嶺>温 δ米ヤ学δ)コ ー  百S計 0習羽伊ウ嗣0峠湯望 ′Il

。かτバ0針 3q肖が‐1/鶏謙 「゙》珈劇回リト臓獅>弧J ttCD荘゛｀薄 ′ロ

洋。耐聯erが ■き辮πゝ |^叶ヌl・i・ 撃晰0「■惑輌>列J針き″ヨ》汁CO「 Y″ ■3口 )ト コン0「 Yバ C｀ ON τハも爺N雪醐゛岬

鰤 >列0■館澱IEIN朋 絣ヰ laみⅢ回HIコン ンバも″叶ゆ
「

琳ヨ挙｀中弧 ″゙ 出鉾型コ蟄‖Nコ >ノ貫嶽ゆゆ瓢凛回魃 静酬

。゙ τバも針3"「 Y゛ 〉`′おもON館「YO「 Yπ □_N10゛ 伊0半
=π

洋
"+≡

E゙I10「■1鎌輌弧J3コ ンコンτ
"XEO館

「Y゛

ド粥書加計W刃ドqO゛ さ警。調列3営即みヽ 青3蘇 0｀ τハC計譲藩Э「■力
=藤

Э
=こ =ヨ

ン半介弾ヌ ′》酬麟晨 フゆ卦 ′0将館)

o■爵計獅曹ジ■喘漱宙Of針
'ハ

C鮮酬静0「卜漱鵜>列」ll》謝率育塁丼こと ン書⌒書｀コ斗諄｀ |ド■ oか τかな軍゛「卜慰獅

>弧 J輌 サ雄計 0｀へ古rl.功 肝導0｀ 嵐3潜館が嗜酬讐よい■■■様 轟゙>テ ン

'')ヽ

0き ｀ゝ 現`口雌ザ・ゝ やメロ ′0ン3コロ

。゙ τハCJ闘。("が■卜慰鮮調寓0

翠)い |1弼 71罪コ
"ト

ンドもONrl c鱗 〇稀｀弧 ンバげ
"X画

浮難0さ即0鑑薔0'“∴'》ア沈書口繭83際鼎。さ■0》薄かOv・7伊 ′苺

口)か 0ゆ加渤囀+斗続回3尋 コヘ・ド「Y o■ 古ヾ ′G静境「欄剛007'OS爵 0梨か 一`｀い` JO‐ 「卜脳論｀狐」C営笏)淋λ゛卜嗜強

汗ま■゛り瓶澪嵐袋011111: ン境汁ドア}´串捨》瑚搭0シ1狐 ンコユ||10ラ ジコン |ヒロバぼ
"「

づ粘OC■ OJ‖瀬書館跳か ~`｀ ｀` 」

ヽ》沐キ)コ 0ゆ 沐`メ蟄ヤ)I言 |=ド リコ4卜 ●サ｀ プヽ｀ フXO汗 C静ユ゛
=110バ

τも3鴫針「館「ヽ 夕■躊薦3き階却 冷゙¶0き中

=ン「
浄館 0く 痺゛』3服回〔

コ
圏)R.薔ま語0口 |卜 ■口冨ヨ世ド猟●0き‐E可 ノザ針Cド・ド卑0齢井卜T弧書峠檬戯」鉾「卜拇鎌)い

‐
tl弧」

■「1馨》書キ】EE汁 ざサ馴 t‐

7リ コ |||コ ロ フ蒔所洒副゛「酬浮〇蘇甫卜慰コ宮華

"中
弧J Eltコ ロ伊》回0)回 ノ⌒サ゛ドげ0「 Y

=■
苦サ」境

"「
Yか τバ■)゛湘爵針叶/Tみ 」諦針3詳■0口 T■Щ‖́ ⌒4沐ザ寄0藤鮮世 ン710'針 ザハ鳴砧サC Ilコ 0サ 臓 ′業

二事■Э ■■ νδ藩゙ 卜「`ハ滸39螂ウ詈中「卜料獅>河」̈
`llr丼

0,製蒻口■■lED夕 ιや
`｀
事ロニ〉叢〇コ令工|=熊 0ン 3コロ

デ今りヽ 。導
〉:こ

一
  ~融



蝿

ンコ u‐・ 食 ザ 湾 ON

。汁 掛
"「

サヽf触 ∝´∬3冒 0熙1>0)言 》)m

器「N淋菫済璃みザ)'C諜3冊網0国霧囲」摯バ境鉾「Yい 0い 3 DHI呼×置゛サ靱書D3Nl~剤 器3高い淋にヽlbl l境 酬卵ヽコヽいヽ

。ドも蘇ii翌】鮮澪ゝヽ¶ヽ

・ゝ丸くスふ0汁N誉‖ ′げ計汁鮮コ藩・Ol■ lA・ 0い⊇N側盗興バもい汁3晋・ ゝゝ ノ昇バゝヽ¶ ■ヽ聾滴0「■嶽獅ヽ狐J汁 げ0「Y

6汁 も見03^゛ 0ま督十日かゞ営併ま目加誹嶽田III苺 》>懸淋が
"゛

い0澪

覆ゝ群踏‖ ノウ゛針館剛書0副ゆ図Dン出剛 f苗雌ロ ノ和製盲;罫和劉0梨諄昇淋弁0)国 ノ0)'み古予淋夕■館0"0昇鮮聾前卜淋鵜

>弧33猥回 ″晨0汁 もジや沈沐螢讚3^館 舞゛サンIIllフ 啓3111N獅》営判ヽ津ドざジヨみ卜ヽ)ヽ プヽゝバC訊黒3酬か｀‐ヽいヽ

。●τバ古サ翌ハ゛み一・ Ч―卜|1曇瑯 ′境卵獅卜■

酬ヽ3野刈鰤>0当 ‐ゝ  `ィ館

'回

P導 ノゆ謎却湘 ″ゆ甫画当■ヽ ゆヽ ィ̂弱■]l゛ ☆辮温鉾■ド獅>弧 ノ軒嶽■く aヽ導 ″ヽ ヽゝ

。沖業ハもン併ネ】血0メ IIIl境 ゝ一｀い計も爺鮮や｀
ッ
プゝ■ ‐

Ni・ コ樹 | ン軌も10雄 H百ド這輸｀狐｀NOン3洵 )卜 ′も訴館)Cハ縮3■ 0峠国W昇 ]104河輸井町針が■光剛ヽコ畔館「旨ャ4宙

"「
Y■き

'10い
叶鵜>」 ぴ饂醐漱圏WO■計選・ ゝ  `o｀ τバC灘潮3コ洋゛館「Y「が

'コ
J5器営‖鮮き中狐みむ謙N譜妥猥回0卜慰

輸狐」み肝》0。討H¬宵蘇・洸汗0洲
=■

汁古サ剛バτ爺 ′0蘇゛弟翌≫館「ジ0夕 ■静璃叶酬コ針ざQ″ ハCざⅢOい 軽獨>」 3

ゝて 3ヽ口 lllコ ロゝ謙出贈曹・‖響皿い0潔 OHO凌 みさ‐ゝ｀ ンSC宙げ酬静N卜嶽蝸>ハ もン3コロ ″́ ゆ甫]北 0国傘靱詳

:7,も 脱30)゛識藩0選 1締覆ハツゆ

傍難丼選・ ゝ  ゝ′ざ峡淋満沈酬静0「卜慰報獅回Ⅲl」 ゛り書哺+斗メロハτ鵠3ざ「1ンド映中離ハτもヽ 咄鳶汁も融み郊刈輌>軌 F醐

惑当0)lII ″́ み0お 0卵迪淋囀+斗頸固汁ドジ圏ハゝ｀ゝバも口1冨 口||||゛ サEll)ト コロiiⅢ o沖 ざOl・ 針沈跳静「゛嗜]‖湘

'｀

外国家

殴N卜ぶ0印粁・l弧」ド映rlF難境lll爺 0郷洲いや軋aЩ コllWノ´み諜》0詳洋ド｀言汁｀鱗雨珊゛ゝ
"C回

淡N計曇ぶンロ゛ジロ |

コロ 。tt C藩ユ゛｀コ嗅く` 0メ 1館「0"C辮剛3ヽ藩゛譜要が■■翠゛鴻>弧 3耐書コ回0回傘」がみ酬ルコ ンド鋳呻離境晰燃0)

IIllら

"3弱
刈稀>011+鴫 ハも

'3営
讚0澪凍》淋暇‖ ン■みゆ謝誠さ半ゝ

=汁
ヽジヨ⌒く―へ｀ ンバも口13ヨロ|||゛ シIEン ||コ |||

。ドもⅢCハざ「Y叶Ⅲ30鱗 0'「■)｀頚>殖」゛ 卜`0'言や3準菫宙鉾図蜻汁C。 `iヽ ン書得刈鵜>0「 1バ
.

サげ 。夕■昇酬鮮‖ドげ
"0゛

ざ「Y゛ れ鮮きぶ0'営■0緋か ~`｀ い` か斗ヽ「―lFP C静哺みτE〉 げ諜書営融0熙網Jバ も
'・

冨"

「Y斗 ゛゛鰍
'■

゛罫はOψ督沈ヨ・ ゝ｀宙館「YO「 Y o'も 爺゛欝ЖO輸>ハ ||や 軋 フ貫きもゝ 3`■部かτハドサ圏0珊か 一`)|ヽ

一饉Qい 0ヽ言δ卜淋粛>菰~  ψ特

『

沖聴ぺτ口〉r謝併卜】騨0綱丼翔 ′1ll

。‐い0'llが Ⅲm境蝋うo弊叶刈狐04゛■lt母繁丸ヌ書加囲餓か針驚答辮^眸》

こ彗習:翌11き :音]畢貢ユ]lT奪置職鮮督鮮よ∫ぎ1二や‖鷲ぶ∫低llltllτ二鯖翼lζ li島11鷺鶯ごζ鳥墨ξ島魯
l・・

。り゙ o社 τ針霧み鍵蠍0峠‖撃

,i‐「γ夕蒔゙ 』3秘
～
油憐 ノ

""ヽ
N鏃鮮り0'ハ 0労境器叶洵謙0戯謎》コ ンげサC°τ針ヽコ´り0ド バyジ 9C映゛淵部み、「

Y‐
‐・

≧ζ≦li3墨l量曇tξlttlttζζll彎鷺:理】tlモ§ξλきζ通常:11lll渾鼠fこ薫‖疏量:黒撃み≧ζヽ13]

デ 全 けヽ ON
ン星

:==■



゛ 今ヽ 学 洋 ‐S‐
‐
盲

鱗灘a油螢 ″゙ 血ドケバざざ薄州バCr囃略ヽ市ヽ市
"ド

ざ絣3辮館卜法 0゛富>>EEl l″ き積み朴,゛、狐境碗0｀ ′ドバCふ
1澪
XI

ド碗Ⅲ説 ″ざ 崚り呻「t嶽
"「

YO以1館「ドも■斧ネ。ド嗜゛1併 鮮営‖猫>ン 0沖 ふ痺鱗m添辞ゃ磐針雨抑害輸弧」宙ン)II1 0ボ露聯

=lR・
覇和税もaw昇″ヨ 。ドC鰤 3■ 0輸河 ノ3辮 0回辮0プ マ市ヽ市 フよサ汁y書 きヽゝ Nヽ洒画蝋晋摯綸きヽτハ軍C晏・・・雫寒´

副 ′汁も冷゛選蝉 oか

'ハ

〉`′諷3語SNi・‐「Ytt C"訓 シ｀ハC館ゝ血口 | ン■0ゝ τバト彙゛≡軍>=″｀二｀ヽ (」 F■ ==■｀書

爆 。。イいい⌒
"「

Ytt τハ0試 バC館冶二ゝ■C撃 0革
=´ 'fr「

子■f■ 1キ キ ■主
=ご

=二 =■ =■ 十一‐■ 'f 
―
=_==卜 蟄薩 .滞

,硼
螂

型 鱚

飾
=鵞

暇論 ~
妙 柵稿 ヽ儒 雷喘・脚

“

丁礎境ゝゝ島、轟l■ 滝 :翌咄浄境眠畔ゝ゛C]ζ
菖蕎II:(

τ一_3懇 0"ざ葉境卜磁0メl卜 が図tr4・

"書
,´バ0特拝藪芽嶽

:雨澪 |∬沈響醐が■ま湘峻D沈製り0加国 」■説゛サ雪闘゛湘｀ド
バ́げよ鴫 。■0頭

～
痺゙摯バy鑓

_   ヽ 1に rヽt((魅 沖
`咤

″ ヽ ハに` 二  十 ふ 呻

11三二

ll《

]しVtゝ :藤峰じ
gII累

殊:乱よ41恭w。
議む汗酬酬境゛

'｀

「Y。さ。」「。蓼ヽハも●Cも 計´
す

映当II・ ノ●6■
t

′首にヽ■―一 oざ ドCⅢ O研 ハCよ歯湘0ァ1)と 鱗E叫 バも彎ブ

み雰鼎0ヽ ヘド｀現]晨 0む 鋳疎o、洵E。
"ド

CⅢ τ映ブバ※|

。みま]Flξ ll雪婁
計
i:11[』

洵
LT』じllltじまlL

;沈 ン0選 き券
"も

摯書3旱τCH■ヽ■゛ぷ oハ ヽτ鉄舒,4バ
C

i導 ′旨きτ弾サざ゛^げ諄言げ7=計」「。ゝ 0^畔 N]Rレ■説ざτ

ざCがり07針 )爾がバザ硼ゆ鮮蟄的バもヽ9皿τC再卜も呼丁
二111【11:ζ ::こ [撃凛it:塁]ザ

「 [1キ ::llF:

IH

司
一

猾経騨〔鐘藁ぷ毬燃11予 fl縛糠…
嗣岬‐

it]鷺:珊必顆l鉾鸞:簿蝉|

1lMltttτ tt」吉淵ち鶉岬∴ムド千ざ摯 ノ■ONτ バτ硼り説と宮

'辮

と略み「Y゛絣 ′さ4゛→瞥11

_雌ぃ轟一 ハ洲戯0回゛毅 ′||     ‐

‐・   (ゝIIm o熱 1榊加躙ゆじ狐` 働識燎洒響0)

鎌憮裁軽0"汁ざ盛Fこ薔署〕モlミミ`も]l鏃曇
意]蠍量ξ通]

υ丸ゝπ獅躊きけい。漱裁淋 ′

♪耐ntC端 0｀ ど̂C'鉾 瞥3。い°・ llハ C"霧溢>Oτ ttV・・将

ぴバも～
3●・ ・爺書油境祖自0塩>狐バ|サ■自Fヽ 熱 Or,ド』

絣み野 市011"「゛゛滝゛件鱗朔欝
|゛

ヾ

'N鵬
°癬

ll111

3ざ「マ雰》´漱瘍料0図諜 ゛/ヽ0゛幕‖》゛針鉾靱野刈 ノCか τ

ヽハ図0い 境郊刈獅)011キ 軋 。い。
'み

圃0罫鱗
～
翅)|ザ 将。瓢バも

"3｀
>゛■潮鮮せ‖ ′■針

もV弧も口「V再賞 :|

濃

げ 今 予 滋 Oざ

0彗



デ ヘ |サ 激 0:ざ

(中鍮 0識 ・綱コト興計≧■) 。゙ 肇館が^バ 0

ンサバも針館Ⅲ 「ヽ  ゞノ■゛舒サ悦ざ゛ ″バげ゛ 。。̀か ヽOτ 斗ヽ市̂ 叶メ員ヽ針ヽき0書ニチベ■汗鋳)0'■贅 ЭτCざ 0バ 0酔鮮

0″ τ爵きいバもザ館ざ針3針「 計ヽS黎 げ響鶴3ヽ針雪裔ま車悦へ洋>日 tt書コ>≧ヽざ早計二河類>″喜 fヽ テ 「ゞV●ゞ積 ン́

^.            . 。さ鳴■

0゛ f計 サ ′v・・境辮ザ

'■ "囲
爵澤 ィ"か

00 τttτだ0爵″>゛ サも0″ヽ添酔併翠期 ″τ針ヽ゛九0針熟や oτ r昴 斗ウ躊aゞ

弾f lrll書 ゛汗摯 。ジτ弾拝み0ザ 針境嶺砕゛
"が

∝汁N滞0ザ
"‖

蕩務Ill,>】 El゛ ド誌 ′員み0ドヽ鉄MO今 澱`枕 「ヽ
`ギ |「

Y

oτ ざ「Y書諄゛驚も4し´ハ o卜嗜雌河館゛Cサ Oτ バ昨鉄3澪謙営3卜に洲ゝ
"゛

゛汁併、事

。ⅢⅢCバ
"バ

も罰ヽ もヽ ″にヽ SN)みざ軋凛ドバCシ刈離ザ
=τ

剃え` q"予湖
'3Ⅲ

汁′バも爺a翌10と 峡剛か。τざ「Y書翼゙

■も苺 ′ヽ ざqf針古富´サτ
"昇

刈ヌが難a澪謙営鮒ざ゛ 。サ。い社0い 館G鄭3嚇 IlllN tt Cか 鱗0輸>″鵜洵″う0「 Y rtメ
～中゛

サ撚》0゛ド賞針ざ「Y 。かτバC撚館踏撫0肝囀■ ′ヽ サぼ弾3X館「バも嗜がさ計ド゛))研河晨 率ヽ壌」「oザ 辮苺。0ヽ社|ド
`

聯境謝説ざ^"゛謎輝湾´aシ 1届」「ざバも嗜dざ汁ざ゛)境謎攣薄φFハ瞥0職障」■バτ課゛ヽヽ 昇ゞハン コヽ淳FS3盤獅0「
1‐

。汁も母^"卜洪 ′境FC館 0訴 濃 ′r升ゅ館サ
"「

YO]0熙 攣済サ0゛絣計 ″ヨ04CO■ ルドτ調
"「

034CI

漁゛ジ説 ″o丼゛サヽ]04CO昴 ″と腑凛計」ヾ罰0凛 aコ 0》 ババざ計舞´lT4中館ぷ■ 0汀 もτ館「τ4Cも v‐・τバも>ヽ■ 0゛

゛ま しゝ ヽゝヽ」^弾ヽ3が3襟 。ドC"0"米 バもヽネ嶺 0諜辞■ o]′境中0凝 0針 aコ ヨントヽ日館が,ハ う
・
■ドが卜訴絣｀

一―o"議「呼館卜9」 世 団`常Ell盤 口自寺ヽ日一一 日0嗜 ru爾

ゞ 号 硼 れ H

111よ 」よξζ、ま琥ぅ:轟罰1姿蒙C[til:::予き
喘母魯鶉 ノ4河繭丼狐 |ヽ、 レ|ヨ澪 f゙ ll

半
)計

業`翼黒詳碁品晨11」 ittモill                    

済H湘】河 ′邦Z燕画燎,1尋Ⅷ戯書0゛  |‐

10絣む崚聴
'ユ

o嗜Ⅲ9鶏熙。■がq攣 3

ざ映疎バげ浄´ず10'妨 Jハ qttQ早 みⅢ Ellか ^0か詳辮螢囀溶鱗卜撤功輛>狐｀い鴫 9サ
ふ■cハ鉾「Y゛ ザバも4コ かざヨ今C神下

:

"と
Q悦 >`0バ 九嗜

pOl呻潮N誉‖ j゛溶 τ難がτバざ゛0熱ヽ館φoクロ。ハCド漱繋

言、営君:嘗濃ζξよ罵覆l孟麗⊇:導
盈二 |

DI轟 OX剛 0鰤群が
"み

激謙´椰 「ヽY選 0い

覇きol薔ドC群回 oO"Cバ τ針
"ハ

ヌ館「Y■ p鮮 護ロハcぷ ″け｀ヾ札ざ謙

"'サ

ー
|

ょ
]   ([家鳥2軋ξ写)翼鳳嫌よ窯量鷲鳳鍵ぽ|

『……ⅢⅢ卜V珊3SN館「Y゛ 嗜淋≫N湘謙prl¶ バも´Nウ洒
"刈

翻
「

詈風詈礁こI洋磯:☆ :きじ幡書きまI忌爵ζ蠍磯芭::『 lξζ通黒詈喜塁ご誉11環F;戴「F腎

'さ

[R選∫塩鶴黒温鷲嚇職
°

|

一ⅧO加団澪ざ゙●■3気灘~下 が■聯避｀輯

"0峠
恨摯 澤    ‐

.              0。

(洒  >器 脚加潮ゴ讐浄■ ゆ
|

"ト
メ|"0針 が

'滸
む 献゙冊0狐

"掛
照。磯

境儀がけパ珊〕3激>'甲密0今 ′■バτも

゛ノ書コ寓0バ げ館部卜がⅢ蘭剋場 oず 01
。ドX

課1撫

゛
黒■ttktM訃ミニミtよ、1事lド写

゛ nサ 激 0激
:

ll H

『1‖

、 ■ __‐ _■ ■ ■ 百 IJ口 ■ ■ 口 |口

“

´ ヽ 事 二



| 可

≡≡・〕
・

一一一
・一

、一一一一
一一一

コ
」
　
　
一　
一
一

ヨ

　

　

ゆ

こ幸■力■二■■彗
=晉

)ヽ

ネ 牟

i)ヽド油コ騨I籠
1ン 加口騨)ilや ::il

(計
=))   c。

:ン バ3か 。,目 ら亡～
'討

～4計
'rNi卜

1摯語

→ぎ
=ヨ =さ

)^卜 .事 詩 >́l● テ>!尋 米甦再^舞 ミ oド ル
^こ■言 今ヽヽ■藩 ,ヾ5計

'■
コ■ミ普耳■卜撃鮮≧嵐百き

=δ
^

・゙ f>:^=今二 : ン言幸計cN・ c姜に事>喜 0学 壽ヽ
`『

″こ

,こ ,ゝ
=露

^こ やンを言戸
=:卜

δヽヽン.デ 14)=S羊 ヽコサ

F「 :ト ト
'再 =■

ゝ ri cヽ これ■計ce^も 境悦ヨ S営 ■卜言高

書 さδ==),CS■ =。
中

`J酵 ぼ 石ヨヨ薔^ヨ 。゙ に～
,ヾ卜 ヽ

こヽ ■千ミンー 「‐C■ こ■゛δ準嶽諮ilt,バ 0今 も0サ 詳fヨ

■>・
=>バ

0お や
=)δ

十キ計∈0さ 。N0911cバ も粁汽―
、、

=A準
■■二0^)S汁 ∈ざ>勝 0国 ′Чド0書 鮮Fド再 :

― 諄δ三|こ t尋奪
=バ

トδコ計IIさ゛ 0翔 ヽ■゛■〆～ ヽゝ c)(
社
"「

言 S澤 ,∈ o今叫じ再ヨコ l‖ 0゛ サバq゛ 呼里鮮導

'Fま|ハ )卜 にヽ温詰 ノト導δ⇒証淋 O EEll!コ >ド・ly・ パqサ ヽ幣ゝまミ

(rL洵蔀) 。さ4鮮 )0^● ■

鮮
"“

Olざ ゛C淋境≧薄S羊》申河^枷ハ薄洋鮮螢>i■夕
=吾

奉5肖 ′バも
"ハ

選0ヽ 当夕■滞鮮営】 ′ハ凛～゛栄
^こ

汗^三

"澪 |ヽ
"卜

藩゛
'館

鳥き再針c卜騨バC学 ～ヨ鮮津>=,「 きP
悦奸∈》動 。■料c洋 9畔 普^蒲 バc～峠濡論鮮～0■ 7← =キ

市
"「

いヽ■」麟′将Or無 :咄牟鮮呼卜sN札
'い

やξ十■三ゝ

■料,中 ′～rY 5゛ じや贄|_― 計石識籍 1場 0■ δF無 ::´ Fヽ
「

酔‖0コき晉X′ S針 ～沐謙,汗 ゛凝Rざ 0好 c雰
=や

姜 | ル́

整母繊‖0》コ ′じ汁δ》掛)挙孵声H′
「

0革 きやを卜せ Pヽ
石ヽヽ 計ざ

“
檸奮べ'求国語沐 ′バ0計 0妊 A rr aヾ ,,卜 ごドき>

求́國澱>声 オハ薦サ村濡動 。■料c)襲
'好

奪モ再 ■ヽ0き ご

きバo聯 鮮』螺ざ
"聯

当 ′バ辮ヽ卜,パ 駆′ドc詳 語藤卜菫五キ

H+黒〉゛サc′口)「 コ>5凝樹語0館 rヽ いざ

"汗

き
“
華
'嶺

ヨ

石き沖バ兼庫 ノOS´ 討σ蘇即響
"゛

汁c澪 卜ヽASC科 0コ >

訓 藤 辮 動

こ言=事 署]

(ヨ ]゙=二)応
ン)さ

■ ミ)

や 二)

二)

(ミ

(ヨ

(ミ

一一ヽ
一
一一一一

一
一
〓
一　

・

二

　

・

一
一・
、
一・　

・

一　一　一　　　　^　一　一　　　　　　　　　．

ヽ
´
　
ヽ
イ

）
一　
ヽ
一

二、
一　　　　一

一　一　　　一　一

一
一
¨

一

一

一　・　一〓一

嗜
〔
　
『一一　
ぐヽ̈

(澤

(澪

(事

゛

，

博

ン

澪

))
が)

Ｘ

汁

コ

学

諮

尊

蒲

当

＄

澪

ヽ

３

か

〓

沐

尋

む精
　
　
　
　
一
一　
］ｍ
　
　
　
　
「Ｎ

ヽ

ゆ

洪

菫

濤

＞

―
 

「
「 F響 翼 軍 暉 ■ ■ 鳳 国 甲 暉 轟 翼 口 軍 鰈 庫 響 零 評 暉 嘉 暉 曖 ‐ す ~~‐ ‐・ ~

崎 IIE聯 辮 罰

日 H

―

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

巖

膿

蠅

蠅

懃

鵞

Ⅷ

酬

「

〓

(■ )|コ >:ギ
=■

|:さ 塁)o)y`、 0'メ■静酢

`ξ

⌒■・bl■ 琺033凩韓

,コ■針準3咎半書 卦`

Ne界申■撃0受■三 ンπ
・

｀ >`Э苔゛メ。ヽ 吉り

、1:じ 1憮∬llttLI母順場0酪染絣諜や鰹■ざサも0"軍 げ゛昴Ⅲ ンバぼ

皇弾71濾さ再3曇 )辮 3蒔蕪沈猶>→
「

0・ 0｀ >° :

':こ微)書曇∬i[嘗111こ鵠11首 :取:肇:Lttζl:畿 tミ札1:ゝltl、苺猛]]二tttti

壕  遮亀
サ社 。境0い絣ハサざ自e

鮮熙躙0コ瑕皿 0゛
yみ 。

サ・漁竜くl「1)i単1lll:[:き理【ミデ11鳥撃憔昌曇彗罵:Lf:
。古も■3サ・

‐7騒沈滞菫0゛ rllyOrr誤
バげン聯3)]:)、

y申 鮮噸熙針塗痛針ざ鴫軍ゆ#コ>境翠苓0論｀弧

cr● o゛感袢餅辞職悪OEtt rl C淵 ヨ 不0伊か。

Iハ聞會。昴釉w男 ン

'り

(              

謙んo′現がけみり糧凌う0)ハ C書 3湾端。卜や嗚1                   9

ン 今 サ ヽ 0凝

_議 幣 F詔


